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充実した研究活動のために 
この履修要項は、本大学院の法学・経済学・商学・文学・総

合政策の5研究科（理工学研究科は別冊）における授業科目の

履修や研究活動を行うために必要な基本項目を示したガイド

ブックです。 

 内容は、大きく《学業に関する事項（全研究科共通事項）》、

《学業に関する事項（各研究科個別事項）》《学生生活に関す

る事項》《施設・設備に関する事項》および《中央大学大学院

関係諸規程等》の5つに分類されています。 

 《学業に関する事項（全研究科共通事項）》には履修の方法

や修了要件が、《学業に関する事項（各研究科個別事項）》に

は各研究科のカリキュラムや学位論文の提出方法などが掲載

されています。《学生生活に関する事項》には、学籍に関する

事項や研究助成制度などの学生支援システム、そして奨学金制

度など充実した学生生活・研究活動を展開していくためのさま

ざまな事柄が網羅されています。《施設・設備に関する事項》

には、大学院学生が関わる施設設備に関する情報が記載されて

います。そして末尾には、中央大学大学院学則をはじめとする、

大学院学生に直接関連する学内諸規程、各研究科の学位論文審

査に関する取扱要領、各研究科の学位授与方針等が収録されて

います。 

 なお、具体的な授業内容などについては、manabaで公開され

ている講義要項をご覧ください。 

 ご承知のように、近年における学術研究の著しい進展や急

激な技術革新、社会経済の高度化・複雑化などは、大学院教

育の役割を飛躍的に増大させつつありますが、この社会的な

使命に応えていくためには、何よりも学生各自がより高度な

学識や能力を身につけ、自立した研究活動を展開することが

不可欠です。この要項を活用し、実り多い研究成果が得られる

よう心から期待しております。 

中央大学大学院 
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全日休講日
祝日の授業実施日 Ｍ Ｄ

24日（月） ○ ○ 冬季休業開始（～1月3日（木））

2016 2016/12/1

12

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

4日（金） ○ ○ 臨時休業

1900/1/1 5日（土） ○ ○ 授業開始

1 9日（水） ○ ○ 臨時休業

日 月 火 水 木 金 土 11日(金) ○ 修士論文　提出締切日（１７：００）

1 2 3 4 5 15日（火）・18日（金）・19日（土） ○ ○ 臨時休業

6 7 8 9 10 11 12 21日（月） ○ 【法・商・総】研究状況報告書　提出締切 48・77・121頁

13 14 15 16 17 18 19 中旬 ○ 【文】研究経過報告書　提出締切 99頁

20 21 22 23 24 25 26 26日(土)～2月5日(火) ○ ○ 後期補講期間

27 28 29 30 31 31日（木） ○ ○ 休学願提出締切 124頁

初旬 ○ 【商】修士論文計画書 71頁

2017 2017/2/1 20日(水) ○ 【経】修士論文最終試験 58頁

2 21日(木) ○ 【商】修士論文最終試験 71頁

日 月 火 水 木 金 土 22日(金) ○ 【法・総】修士論文最終試験 39・118頁

1 2 23日(土) ○ 修士論文最終試験予備日

3 4 5 6 7 8 9 1月下旬～2月中旬 ○ 【文】修士論文最終試験 86頁

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 ※文学研究科の修士論文最終試験の日程は、別途お知らせします。

24 25 26 27 28

○ 2018年度　修了者発表 14頁

2017 2017/3/1 ○ ○ 2018年度　成績発表（修了者のみ） 14頁

3 上旬～4月末 ○ 特別研究員　ＩＤ・パスワード発行期間 141頁

日 月 火 水 木 金 土 25日(月) ○ 修士学位授与式

1 2

3 4 5 6 7 8 9 ※修了者発表については、別途Ｃｐｌｕｓにてお知らせします。

10 11 12 13 14 15 16 ※3月中旬に、博士学位授与式を行います。詳細については、別途お知らせします。

17 18 19 20 21 22 23 ※修了者以外の成績については、3月中旬以降にお知らせします。

24 25 26 27 28 29 30

31

行事予定 詳細

12月

December

課程

March

2月

カレンダー
日程

1月

January

2日（土）

February

3月

全日休講日
祝日の授業実施日 Ｍ Ｄ

27日（月） ○ ○ 冬季休業開始（～1月6日（木））

2016 2016/12/1

12

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

7日（金） ○ ○ 授業開始

11日（火） ○ ○ 臨時休業日

1900/1/1 12日（水） ○ 修士論文　提出締切日（１７：００）

1 日 月 火 水 木 金 土 14日（金）・15日（土） ○ ○ 全日休講

1 20日(木)～28日（金） ○ ○ 後期補講期間

2 3 4 5 6 7 8 31日（月） ○ ○ 休学願提出締切 158頁

9 10 11 12 13 14 15 末～2月中旬 ○ 【文】修士論文最終試験（～２月中旬） 103頁

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

～初旬 ○ 【商】修士論文計画書 83頁

2017 2017/2/1 17日(木) ○ 【商】修士論文最終試験 84頁

2 18日(金) ○ 【法】修士論文最終試験 39頁

日 月 火 水 木 金 土 24日(木) ○ 【経】修士論文最終試験 67頁

1 2 3 4 5 25日(金) ○ 【総】修士論文最終試験 151頁

6 7 8 9 10 11 12 26日(土) ○ 修士論文最終試験予備日

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 ※文学研究科の修士論文最終試験の日程は、別途お知らせします。

○ 2021年度　修了者発表 16頁

○ ○ 2021年度　成績発表（修了者のみ） 16頁

2017 2017/3/1 上旬～4月末 ○ 特別研究員　ＩＤ・パスワード発行期間 173頁

3 日 月 火 水 木 金 土 16日(水) ○ 博士学位授与式

1 2 3 4 5 25日(金) ○ 修士学位授与式

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19 ※修了者発表については、別途Ｃｐｌｕｓにてお知らせします。

20 21 22 23 24 25 26 ※修了者以外の成績については、3月中旬以降にお知らせします。

27 28 29 30 31

詳細

12月

カレンダー
日程 行事予定

課程

2月

December

1月

January

March

February

5日（土）
3月
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６．映像言語メディアラボ（視聴覚教育）について ··································  182 

７．教室・研究室等案内図 ························································  183 

 

中 央 大 学 大 学 院 関 係 諸 規 程 等
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１．課程の修了要件と授与される学位について 
 

＜1＞博士前期課程の修了要件 
 

1．博士前期課程に2年以上在学していること。ただし、優れた研究業績を上げた人については、1年以上の在学期

間で修了することも可能（※）です。 

2．各研究科所定の単位以上を修得していること。 

3．必要な研究指導を受けたうえ、修士論文等の審査および最終試験に合格すること。 

※※11年年でで修修了了をを目目指指すす方方ににつついいててはは、、44月月「「指指導導教教授授届届（（1111頁頁））」」のの提提出出時時にに、、そそのの旨旨大大学学院院事事務務室室ままでで申申しし出出ててくく

だだささいい。。  

 

＜2＞博士後期課程の修了要件 
 

1．博士課程に5年（博士前期・修士課程を修了した人は2年の在学期間を含む）以上在学していること。ただし、

優れた研究業績を上げた人については、3年（博士前期・修士課程を修了した人は2年の在学期間を含む）で修

了することも可能です。 

2．各研究科所定の単位以上を修得していること。 

3．必要な研究指導を受けたうえ、博士論文の審査および最終試験に合格すること。 

 

＜3＞授与される学位 
 

各研究科・課程で授与される学位の名称は下表のとおりです。 

 博士前期課程 博 士 後 期 課 程 

法 学 研 究 科 修士(法学)、修士(政治学) 博士(法学)、博士(政治学) 

経 済 学 研 究 科 修士(経済学) 博士(経済学)、博士(会計学)、博士(経営学) 

商 学 研 究 科 修士(商学) 
博士(商学)、博士(経営学)、博士(会計学)、博士(経済学)、

博士(金融学) 

文 学 研 究 科 

修士(文学)、修士(史学)、 

修士(哲学)、修士(社会学)、 

修士(社会情報学)、 

修士(教育学)、 

修士(心理学) 

博士(文学)、博士(史学)、博士(哲学)、博士(社会学)、 

博士(社会情報学)、博士(教育学)、博士(心理学) 

総 合 政 策 研 究 科 修士(総合政策) 博士(総合政策)、博士(学術) 

 

※授業の履修方法（既修得単位の認定を含む）および学位論文の作成手順については、研究科毎に異なります。詳

細については「学業に関する事項（各研究科個別事項）」（28頁以降）の所属研究科のページを参照してくださ

い。 
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中央大学は、1885（明治18）年、18人の若き法律家たちによって「英吉利法律学校」として創設されました。 

創立者たちがこの学校を設立した目的は、イギリス法（英米法）の長所である法の実地応用に優れた人材を

育成するために、イギリス法の全科を教授し、その書籍を著述し、その書庫を設立することにありました。  

創立者たちの「建学の精神」は、抽象的体系性よりも具体的実証性を重視し、実地応用に優れたイギリス法

についての理解と法知識の普及こそが、わが国の独立と近代化に不可欠であるというものでした。それゆえ「實

地應用ノ素ヲ養フ」教育によって、イギリス法を身につけ、品性の陶冶された法律家を育成し、わが国の法制

度の改良をめざしたのです。  

創立者たちは、イギリス法が明治の日本を近代的な法治国家にするために最も適していると確信し、経験を

重んじ自由を尊ぶイギリス法の教育を通して、実社会が求める人材を養成しようとしたのでした。 

創立から130年を超える時の中で、「實地應用ノ素ヲ養フ」という建学の精神は、8学部、大学院6研究科、

専門職大学院2研究科、4附属高等学校、2附属中学校を擁する総合大学となった現在、多様な学問研究と幅

広い実践的な教育を通して 

 

「「行行動動すするる知知性性。。－－KKnnoowwlleeddggee  iinnttoo  AAccttiioonn－－」」  
 

を育むという本学のユニバーシティ・メッセージに受け継がれています。 

 

 

 

中央大学は、学則第2条にて「本大学は、その伝統及び私立大学の特性を生かしつつ、教育基本法の精神

に則り、学術の中心として、広く知識を授け、深く専門の理論及び応用を教授・研究し、もって個性ゆた

かな人間の育成を期するとともに、文化の創造・発展と、社会・人類の福祉に貢献することを使命とする」

と定めています。 

また、中央大学の使命を踏まえ、その上位課程である大学院では、大学院学則第 2 条にて「「課課程程のの目目的的

にに応応じじ、、学学術術のの理理論論及及びび応応用用をを教教授授・・研研究究しし、、そそのの深深奥奥ををききわわめめ、、又又はは高高度度のの専専門門性性がが求求めめらられれるる職職業業をを

担担ううたためめのの深深いい学学識識及及びび卓卓越越ししたた能能力力をを培培いい、、本本大大学学のの使使命命をを達達成成すするるここととを目的とする」と定め、とり

わけ高等教育機関等の研究教育者の育成を基本理念に運営されています。 

各研究科・課程における教育研究上の目的は、中央大学大学院学則第 4 条 5項に定められており、また、

3 つの方針（学位授与、教育課程編成・実施、入学者受け入れ）についても、研究科毎の指針が明文化さ

れております。これらの方針に基づき、各研究科において教育研究活動をおこなっています。 

学則および各研究科の方針については、巻末である 188 頁以降に掲載しておりますので、ご確認の上、

教育・研究活動に励んでください。 

 

 

 

2．中央大学大学院の使命と目的 

中央大学大学院の概観 
1．中央大学の建学の精神 －實地應用ノ素ヲ養フ－ 
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2．中央大学大学院の使命と目的 

中央大学大学院の概観 
1．中央大学の建学の精神 －實地應用ノ素ヲ養フ－ 
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３．授業の履修手続等について 
 

■教務システムについて 
 

中央大学では様々な手続きや授業・学生生活を「Cplus」「manaba」という、2つの教務システムでサポートして

います。 
 
＜1＞ポータルサイト「Cplus」 

 
   「Cplus」は、Web履修登録に加え、様々な手続を行うことができるサービスです。一部機能を除きスマートフォン

からも利用できます。操作方法など、詳細についてはCplus「操作マニュアル」を確認してください。 

 

（1）利用方法 

  以下のページにアクセスし、IDとパスワードを入力してください。IDとパスワードについては、入学時に配布し

ている「統合認証ID・パスワード」になります。 

https://cplus.chuo-u.ac.jp/  

※中央大学公式ホームページ（https://www.chuo-u.ac.jp/）内、各研究科ページ下部にあるバナーからもアクセ

スできます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）利用できるサービス（メニュー）について 

メニュー名 機能概要 

学生情報変更 学生本人・保証人の住所・電話番号、通学区間を変更することができます。 

文系大学院掲示板(※) 学位論文の案内や各種届出用紙、時間割、研究年報、奨学金の案内等が掲出されています。 

履修申請 期間内に、履修登録を行うことができます。 

履修届チェックリスト(※) 履修登録をした科目について、確認することができます。 

成績照会 成績発表を終えた科目の成績を確認することができます。 

授業変更情報(※) 履修登録している科目の休講・教室変更・補講の情報を確認することができます。 

メールアドレス登録 

初期設定では新入生全員に付与される全学メールアドレス（Gmail）が登録されています。それ

以外のメールアドレスで学校からのお知らせメールの受信を希望する場合は、このメニューから

変更処理を行ってください。 

アンケート(※)  
大学からのアンケートが必要に応じて設けられます。詳細については、その都度「お知らせ」に

掲載します。 

・そそのの他他、、大大学学かかららのの「「おお知知ららせせ」」ににつついいててはは、、メメニニュューーのの右右側側にに表表示示さされれまますす。。重重要要ななおお知知ららせせをを掲掲出出すするるここととがが多多いい

ののでで、、都都度度確確認認すするるよよううににししててくくだだささいい。。  

・(※)…スマートフォン版で利用可能なメニューです。  
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２．指導教授 
  

本大学院で研究を行うためには、在籍する研究科の専任教員を、「指導教授」とする必要があります。指導教授による

指導のもと、授業科目履修や研究活動、学位論文の執筆等を行ってください。 

各各届届出出用用紙紙はは、、以以下下にに掲掲載載ししてていいまますすののでで、、各各自自ででダダウウンンロローードドののううええ、、提提出出すするるよよううににししててくくだだささいい。。  

Cplus ▶ 文系大学院掲示板 ▶ 学籍（休学・退学） 

 

■指導教授の決定・変更 

＜1＞指導教授届の提出【【44月月1122日日（（火火））締締切切】】  ※新入生のみ  

新入生は、「指導教授届」を期日までに大学院事務室へ提出する必要があります。これにより、各学生の指導

教授と、指導教授による履修指導の状況を確認します。 

 

＜2＞指導教授の変更手続き ※在学生〈休学者含む〉のみ 

（1）従来の指導教授に何らかの事故が生じ、継続して指導を受けられなくなった場合や、指導教授の退職、研究

促進期間等で指導が中断する場合、または専攻分野が変わり指導教授を変更する必要が生じた場合は、「指

導教授届」に従来の指導教授と、代わりに指導を希望する教員（自専攻所属の専任教員の中から選ぶ）の署

名をそえて大学院事務室まで提出してください。 

 

（2）休学中の場合でも指導教授変更の手続は必要となります。 

 

 

■副指導教授制度 

研究活動をするうえで、研究科委員会がその教育上特に必要と認めた場合、指導教授が選任した副指導教授（1

人）の研究指導を受けることができます。なお、経済学研究科博士後期課程の学生は、課程博士学位候補資格（68

頁）を取得した場合、その後に副指導教授が研究指導に入ります。 

副指導教授制度を利用する場合は、指導教授と副指導教授（を希望する教員）の確認が必要になります。副指導

教授制度の利用を希望する場合は、指導教授および副指導教授を希望する教員と確認のうえ、大学院事務室に「副

指導教授届」を提出してください。 

 

 

■研究アドバイザー制度（法学研究科）【【指指導導教教授授届届にに記記載載しし届届出出】】 

法学研究科全在学生を対象として、指導教授とともに博士学位論文・修士学位論文作成の助言・支援、その他

研究活動についてのアドバイス等を受けることができる制度です。 

研究アドバイザーの選任を希望する場合は、指導教授と相談のうえ、希望する研究アドバイザーと面談し、『指

導教授届』の特記事項欄に、内諾を得た研究アドバイザー教員の氏名、及び当該教員の署名（自署）・捺印を記

載してください。なお、研究アドバイザーは、法学研究科委員会委員から選ぶことができます。詳細は、大学院

事務室までお問い合わせください。 
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■授 業 
 
＜1＞ 授業期間 

 

    本要項に掲載の「2022年度 文系大学院 学年暦・行事日程表」（P.3～P.5）を確認してください。 

    また、履修登録については、次頁以降の「■履修手続」に掲載していますので、併せてご確認ください。 

 

＜2＞ 時 間 割 
 

(1) 時間割は、年度始めにCplusに掲載します。 

(2) 時間割に変更があった場合は、Cplusの文系大学院掲示板にその都度掲載します。 

  〔掲載場所〕 

   Cplus ▶ 文系大学院掲示板 ▶ 授業（アイコンクリック）▶ 教室・時間割・授業実施方法変更（随時更新） 

(3) 授業時間 

（多摩キャンパス・都心キャンパス 共通） 

 第１時限 第２時限 第３時限 第４時限 第５時限 第６時限 

月～土曜日 9：00～10：40 10：50～12：30 13：20～15：00 15：10～16：50 17：00～18：40 18：50～20：30 

 

＜3＞ 休講・補講・教室変更 
 

（1）授業情報変更の周知方法 

休講情報はCplusメニュー「授業変更情報」から、補講情報や時間割・教室変更はCplusメニュー「補講・教室・

時間割変更情報」から確認することができます。 

（2）交通機関のストライキ等に伴う授業実施基準 

    首都圏のJR東日本線、京王線、小田急線並びに多摩都市モノレール線のいずれかが、ストライキ（以下「スト」

という）を実施または予定した場合の授業実施については、以下のとおり学部の基準に準じます。 

ストライキ指令の解除時間 授業の有無 

当日の午前6時迄 1時限目から実施 

当日の午前8時迄 1・2時限目臨時休講、3時限目実施 

当日の正午迄 1～5時限目臨時休講、6時限目実施 

当日の正午過ぎ すべての授業を臨時休講 

※ストには、出改札ストの場合は含みません。また、時限ストが実施されたときは、その都度定めます。 

（3）自然条件による交通機関の不通が予測される場合 

 降雪、台風など自然条件による交通機関の不通及び不通が予測される場合には、当日の授業実施について、午

前6時までに決定します。また、状況に変化があった場合には、その都度決定します。 

※当日の授業実施については、多摩キャンパスと都心キャンパスで取り扱いが異なる場合がありますので、中央

大学公式ホームページをよく確認してください。 

（4）人身事故など 

 人身事故、火災などによる交通機関の不通については、その都度決定します。 

（5）その他 

 その他、然るべき理由によって授業が臨時休講となる場合は、その都度決定します。 

（6）周知 

 以上の周知については、中央大学公式ホームページに「重要なお知らせ」または「速報」として掲載します。 
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＜2＞授業支援システム「manaba」 
 

授業支援システム「manaba」とは、学生のみなさんが履修登録した授業における教員とのやりとりを、インターネッ

トを利用して簡単な操作で行えるようにしたサービスです。スマートフォンからも利用できます。 

利用にあたっては授業を担当する教員の指示に従ってください（授業によっては、manabaを利用しない場合もあり

ます）。 

 

（1）利用方法 

  以下のページにアクセスし、IDとパスワードを入力し、ログインください。IDとパスワードについては、入学時

に配布している「統合認証ID・パスワード」になります。再発行を行う場合は、163頁（統合認証について）を参照

してください。 

https://itc.r.chuo-u.ac.jp/com/manaba/ 

※中央大学公式ホームページ（https://www.chuo-u.ac.jp/）内、各研究科ページ下部にあるバナー

からもアクセスできます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（2）利用できるサービスについて 

 ・講義要項（シラバス）の確認 

 ・授業に関すること（コースコンテンツ） 

  出席カード提出、資料の受け取り、小テスト、レポート提出等を行うことができます。詳細については、担当教

員にご確認ください。 

 ・時間割の確認 

  履修登録している時間割を確認できます。なお、登録情報はCplusに登録されている情報と同期されます。（Cplus

にて履修登録後、翌日にmanabaに反映されます。） 

 

（3）お問い合わせ先 

多摩キャンパス 2 号館 2階 多摩 IT センターサポートデスク 

TEL：042-674-2740 

【メール】 tamaitc-toiawase-grp@g.chuo-u.ac.jp 

※メール・電話をする際は必ず学籍番号と名前をお伝えください。メールでは全学メールから連

絡するとスムーズです。 

※manabaマイページ最下部にマニュアルがありますので、参照してください。 
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＜2＞ 時 間 割 
 

(1) 時間割は、年度始めにCplusに掲載します。 

(2) 時間割に変更があった場合は、Cplusの文系大学院掲示板にその都度掲載します。 

  〔掲載場所〕 

   Cplus ▶ 文系大学院掲示板 ▶ 授業（アイコンクリック）▶ 教室・時間割・授業実施方法変更（随時更新） 

(3) 授業時間 

（多摩キャンパス・都心キャンパス 共通） 

 第１時限 第２時限 第３時限 第４時限 第５時限 第６時限 

月～土曜日 9：00～10：40 10：50～12：30 13：20～15：00 15：10～16：50 17：00～18：40 18：50～20：30 

 

＜3＞ 休講・補講・教室変更 
 

（1）授業情報変更の周知方法 

休講情報はCplusメニュー「授業変更情報」から、補講情報や時間割・教室変更はCplusメニュー「補講・教室・

時間割変更情報」から確認することができます。 

（2）交通機関のストライキ等に伴う授業実施基準 

    首都圏のJR東日本線、京王線、小田急線並びに多摩都市モノレール線のいずれかが、ストライキ（以下「スト」

という）を実施または予定した場合の授業実施については、以下のとおり学部の基準に準じます。 

ストライキ指令の解除時間 授業の有無 

当日の午前6時迄 1時限目から実施 

当日の午前8時迄 1・2時限目臨時休講、3時限目実施 

当日の正午迄 1～5時限目臨時休講、6時限目実施 

当日の正午過ぎ すべての授業を臨時休講 

※ストには、出改札ストの場合は含みません。また、時限ストが実施されたときは、その都度定めます。 

（3）自然条件による交通機関の不通が予測される場合 

 降雪、台風など自然条件による交通機関の不通及び不通が予測される場合には、当日の授業実施について、午

前6時までに決定します。また、状況に変化があった場合には、その都度決定します。 

※当日の授業実施については、多摩キャンパスと都心キャンパスで取り扱いが異なる場合がありますので、中央

大学公式ホームページをよく確認してください。 

（4）人身事故など 

 人身事故、火災などによる交通機関の不通については、その都度決定します。 

（5）その他 

 その他、然るべき理由によって授業が臨時休講となる場合は、その都度決定します。 

（6）周知 

 以上の周知については、中央大学公式ホームページに「重要なお知らせ」または「速報」として掲載します。 

 

 

 －13－ 

＜2＞授業支援システム「manaba」 
 

授業支援システム「manaba」とは、学生のみなさんが履修登録した授業における教員とのやりとりを、インターネッ

トを利用して簡単な操作で行えるようにしたサービスです。スマートフォンからも利用できます。 

利用にあたっては授業を担当する教員の指示に従ってください（授業によっては、manabaを利用しない場合もあり

ます）。 

 

（1）利用方法 

  以下のページにアクセスし、IDとパスワードを入力し、ログインください。IDとパスワードについては、入学時

に配布している「統合認証ID・パスワード」になります。再発行を行う場合は、163頁（統合認証について）を参照

してください。 

https://itc.r.chuo-u.ac.jp/com/manaba/ 

※中央大学公式ホームページ（https://www.chuo-u.ac.jp/）内、各研究科ページ下部にあるバナー

からもアクセスできます。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（2）利用できるサービスについて 

 ・講義要項（シラバス）の確認 

 ・授業に関すること（コースコンテンツ） 

  出席カード提出、資料の受け取り、小テスト、レポート提出等を行うことができます。詳細については、担当教

員にご確認ください。 

 ・時間割の確認 

  履修登録している時間割を確認できます。なお、登録情報はCplusに登録されている情報と同期されます。（Cplus

にて履修登録後、翌日にmanabaに反映されます。） 

 

（3）お問い合わせ先 

多摩キャンパス 2 号館 2階 多摩 IT センターサポートデスク 

TEL：042-674-2740 

【メール】 tamaitc-toiawase-grp@g.chuo-u.ac.jp 

※メール・電話をする際は必ず学籍番号と名前をお伝えください。メールでは全学メールから連

絡するとスムーズです。 

※manabaマイページ最下部にマニュアルがありますので、参照してください。 
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＜3＞ 履修登録の確認・修正 【【前前期期55月月99日日((月月))、、後後期期99月月2211日日((水水))】】 
 

履修登録期間終了後、今年度履修登録をしている授業科目の確認表（チェックリスト）をCplusメニュー「履修

届チェックリスト」上で配布します。科目が正しく履修登録されているかどうかを確認してください。 

なお、履修登録が正しく行われていない場合、単位が付与されない、修了できない、学費減免の対象とならな

い等の不利益が生じますので、必ずご自身でご確認ください。 

 

＜4＞ 履修変更（後期開講科目のみ）【【99月月2211日日((水水))～～99月月2277日日((火火))】】  
 

研究の必要上、後期開講科目の履修及び聴講登録を変更（追加、削除）するときは、指導教授の了承を得て、変

更手続を行ってください。なお、変更の手続きや確認の方法は、<2>および<3>と同様になります。 

 

 

■成績評価 
 

＜1＞ 評価方法 
 

（1） 授業科目の成績評価については、試験または平常点、レポートの提出によって行われ、合格基準に達した場

合に、単位が付与されます。各科目の評価方法については、講義要項に掲載されている各科目の「成績評価方法」

欄を参照のうえ、各担当教員に確認してください。 

（2） 成績評価の対象となる授業科目の試験（平常点、レポート提出などを含む）は、履修者以外は受験すること

はできません。また、休学、停学の期間中についても同様です。受験資格がない場合は、受験しても成績評価は

なされません。 

 (3) 試験の方法がレポートと指定された場合は、レポートのテーマ、提出方法、締切日について、授業終了までに

担当教員に確認してください。 

 

＜2＞ 成績評価表示 
 

【2022年度入学生】 

成績評価は、試験の結果に基づき表示され、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ評価を合格とし、Ｅ・Ｆ評価は不合格になります。

Ｎは認定単位を表します。 

評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｅ Ｆ Ｎ 

点数 100～90点 89点～80点 79点～70点 69点～60点 59点以下 評価不能 認定 

※修士学位審査については、修士論文と最終試験をＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃが合格、Ｅは不合格）

で評価し、成績原簿および成績証明書に記載します。 

※博士学位審査については、博士論文と最終試験をＰ（合格）またはＱ（不合格）で評価し、成績原簿および

成績証明書に記載します。ただし、商学研究科については、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃが合格、

Ｅは不合格）で評価します。 

 

【2021年度以前入学生】 

成績評価は、試験の結果に基づき表示され、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ評価を合格とし、Ｅ・Ｆ評価は不合格になります。

Ｎは認定単位を表します。 

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｎ 

点数 100～90点 89点～80点 79点～70点 69点～60点 59点以下 評価不能 認定 

※修士学位審査については、修士論文と最終試験をＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄが合格、Ｅは不合格）

で評価し、成績原簿および成績証明書に記載します。 

※博士学位審査については、博士論文と最終試験をＰ（合格）またはＱ（不合格）で評価し、成績原簿および

成績証明書に記載します。ただし、商学研究科については、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄが合格、

Ｅは不合格）で評価します。 
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＜4＞単位制度 
 

    本学大学院では、単位制が採用されています。各授業科目にはそれぞれ単位数が定められており、その授業科目

を履修し、試験に合格した者に、単位が与えられます。各授業形態における学修時間と単位の関係は概ね以下のと

おりです。なお、ここでは1時限あたりの時間数を2時間とします｡ 

   （1）通年開講の講義科目・演習科目・・・（授業時間2時間＋自習時間4時間）×28回の授業 ＝ 4単位 

   （2）半期開講の講義科目・演習科目・・・（授業時間2時間＋自習時間4時間）×14回の授業 ＝ 2単位 

（3）通年開講の実習科目・・・（授業時間2時間＋自習時間１時間）×28週 ＝ 2単位 

   （4）半期開講の実習科目・・・（授業時間2時間＋自習時間１時間）×14週 ＝ 1単位 

 

＜5＞講義要項（シラバス） 
 

講義要項とは、授業の概要や到達目標、評価方法等が記された、授業科目の説明書になります。当該年度の講義

要項については、manabaにて公開しており、また大学院事務室にて閲覧に供しています。講義要項を熟読したうえ

で、指導教授に履修相談を行ってください。 

 

＜6＞オフィスアワー 
 

オフィスアワーとは「中央大学の専任教員が学生からの質問、学習相談を受けるために設けられた特定の時間帯

のこと」です。専任教員のオフィスアワーはCplus文系大学院掲示板、または大学院事務室で確認してください。5

月中旬頃に掲出する予定です。兼任教員とのアポイントを希望する場合は、授業時間の前後で行うようにしてくだ

さい。なお、教員とのアポイントは原則、授業実施期間（補講期間を除く）に行うようにしてください。 

 

 

■履修手続 
 

学業に関する事項（各研究科個別事項）（28頁～）に従い、次の方法で履修登録をしてください。 

 

＜1＞既修得単位の認定（新入生のみ） 【【44月月77日日((木木))締締切切】】  
 

研究科委員会が教育上有益と認めた場合、本大学院に入学する前に大学院において修得した単位（科目等履修生

として修得した単位を含む）を審査のうえ、最大で15単位を超えない範囲で認定を受けることができます（※）。

この認定は入学時においてのみ申請することができます。 

※中央大学学部在学生の大学院授業科目履修制度の利用により、本学学部在学時に修得した単位については、15単

位を超えない範囲で認定を受けることができます（2022年度以降入学生より）。 

 

＜2＞ 履修登録 【【44月月1144日日((木木))～～44月月1188日日((月月))】】  
 

履修登録は、原則CplusによるWeb登録になります（※）。 

  （1）所属専攻科目・・・Cplusメニュー「履修申請」による登録になります。 

  （2）他専攻・他研究科設置科目・・・Cplusメニュー「履修申請」による登録となります。ただし、科目の履修に際

しては、授業科目の担当教員に許可を得る必要があります。 

  （3）聴講登録・・・Cplusメニュー「履修申請」による登録になります。 

    ※聴講とは、成績と単位が付与されない授業参加の方法です。聴講を希望する場合は、授業科目の担当教員に聴

講をする旨、口頭で申し出てください。なお、博士前期課程の学生が博士後期課程設置の授業科目を聴講する

ことはできません。 

（※）授業実施の案内は基本的にmanabaの科目コース上に掲載されますが、各コースを閲覧できる時期は、Cplus

によるWeb履修登録後となります。 

そのため、初回授業の参加にあたっては、4月初旬にmanabaの「自己登録機能」を用いて履修希望科目コース

への登録が必要になります。登録方法等の詳細はCplusにてお知らせしますので、必ず確認してください。 
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＜3＞ 履修登録の確認・修正 【【前前期期55月月99日日((月月))、、後後期期99月月2211日日((水水))】】 
 

履修登録期間終了後、今年度履修登録をしている授業科目の確認表（チェックリスト）をCplusメニュー「履修

届チェックリスト」上で配布します。科目が正しく履修登録されているかどうかを確認してください。 

なお、履修登録が正しく行われていない場合、単位が付与されない、修了できない、学費減免の対象とならな

い等の不利益が生じますので、必ずご自身でご確認ください。 

 

＜4＞ 履修変更（後期開講科目のみ）【【99月月2211日日((水水))～～99月月2277日日((火火))】】  
 

研究の必要上、後期開講科目の履修及び聴講登録を変更（追加、削除）するときは、指導教授の了承を得て、変

更手続を行ってください。なお、変更の手続きや確認の方法は、<2>および<3>と同様になります。 

 

 

■成績評価 
 

＜1＞ 評価方法 
 

（1） 授業科目の成績評価については、試験または平常点、レポートの提出によって行われ、合格基準に達した場

合に、単位が付与されます。各科目の評価方法については、講義要項に掲載されている各科目の「成績評価方法」

欄を参照のうえ、各担当教員に確認してください。 

（2） 成績評価の対象となる授業科目の試験（平常点、レポート提出などを含む）は、履修者以外は受験すること

はできません。また、休学、停学の期間中についても同様です。受験資格がない場合は、受験しても成績評価は

なされません。 

 (3) 試験の方法がレポートと指定された場合は、レポートのテーマ、提出方法、締切日について、授業終了までに

担当教員に確認してください。 

 

＜2＞ 成績評価表示 
 

【2022年度入学生】 

成績評価は、試験の結果に基づき表示され、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ評価を合格とし、Ｅ・Ｆ評価は不合格になります。

Ｎは認定単位を表します。 

評価 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｅ Ｆ Ｎ 

点数 100～90点 89点～80点 79点～70点 69点～60点 59点以下 評価不能 認定 

※修士学位審査については、修士論文と最終試験をＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃが合格、Ｅは不合格）

で評価し、成績原簿および成績証明書に記載します。 

※博士学位審査については、博士論文と最終試験をＰ（合格）またはＱ（不合格）で評価し、成績原簿および

成績証明書に記載します。ただし、商学研究科については、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃが合格、

Ｅは不合格）で評価します。 

 

【2021年度以前入学生】 

成績評価は、試験の結果に基づき表示され、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ評価を合格とし、Ｅ・Ｆ評価は不合格になります。

Ｎは認定単位を表します。 

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｎ 

点数 100～90点 89点～80点 79点～70点 69点～60点 59点以下 評価不能 認定 

※修士学位審査については、修士論文と最終試験をＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄが合格、Ｅは不合格）

で評価し、成績原簿および成績証明書に記載します。 

※博士学位審査については、博士論文と最終試験をＰ（合格）またはＱ（不合格）で評価し、成績原簿および

成績証明書に記載します。ただし、商学研究科については、Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄが合格、

Ｅは不合格）で評価します。 
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＜4＞単位制度 
 

    本学大学院では、単位制が採用されています。各授業科目にはそれぞれ単位数が定められており、その授業科目

を履修し、試験に合格した者に、単位が与えられます。各授業形態における学修時間と単位の関係は概ね以下のと

おりです。なお、ここでは1時限あたりの時間数を2時間とします｡ 

   （1）通年開講の講義科目・演習科目・・・（授業時間2時間＋自習時間4時間）×28回の授業 ＝ 4単位 

   （2）半期開講の講義科目・演習科目・・・（授業時間2時間＋自習時間4時間）×14回の授業 ＝ 2単位 

（3）通年開講の実習科目・・・（授業時間2時間＋自習時間１時間）×28週 ＝ 2単位 

   （4）半期開講の実習科目・・・（授業時間2時間＋自習時間１時間）×14週 ＝ 1単位 

 

＜5＞講義要項（シラバス） 
 

講義要項とは、授業の概要や到達目標、評価方法等が記された、授業科目の説明書になります。当該年度の講義

要項については、manabaにて公開しており、また大学院事務室にて閲覧に供しています。講義要項を熟読したうえ

で、指導教授に履修相談を行ってください。 

 

＜6＞オフィスアワー 
 

オフィスアワーとは「中央大学の専任教員が学生からの質問、学習相談を受けるために設けられた特定の時間帯

のこと」です。専任教員のオフィスアワーはCplus文系大学院掲示板、または大学院事務室で確認してください。5

月中旬頃に掲出する予定です。兼任教員とのアポイントを希望する場合は、授業時間の前後で行うようにしてくだ

さい。なお、教員とのアポイントは原則、授業実施期間（補講期間を除く）に行うようにしてください。 

 

 

■履修手続 
 

学業に関する事項（各研究科個別事項）（28頁～）に従い、次の方法で履修登録をしてください。 

 

＜1＞既修得単位の認定（新入生のみ） 【【44月月77日日((木木))締締切切】】  
 

研究科委員会が教育上有益と認めた場合、本大学院に入学する前に大学院において修得した単位（科目等履修生

として修得した単位を含む）を審査のうえ、最大で15単位を超えない範囲で認定を受けることができます（※）。

この認定は入学時においてのみ申請することができます。 

※中央大学学部在学生の大学院授業科目履修制度の利用により、本学学部在学時に修得した単位については、15単

位を超えない範囲で認定を受けることができます（2022年度以降入学生より）。 

 

＜2＞ 履修登録 【【44月月1144日日((木木))～～44月月1188日日((月月))】】  
 

履修登録は、原則CplusによるWeb登録になります（※）。 

  （1）所属専攻科目・・・Cplusメニュー「履修申請」による登録になります。 

  （2）他専攻・他研究科設置科目・・・Cplusメニュー「履修申請」による登録となります。ただし、科目の履修に際

しては、授業科目の担当教員に許可を得る必要があります。 

  （3）聴講登録・・・Cplusメニュー「履修申請」による登録になります。 

    ※聴講とは、成績と単位が付与されない授業参加の方法です。聴講を希望する場合は、授業科目の担当教員に聴

講をする旨、口頭で申し出てください。なお、博士前期課程の学生が博士後期課程設置の授業科目を聴講する

ことはできません。 

（※）授業実施の案内は基本的にmanabaの科目コース上に掲載されますが、各コースを閲覧できる時期は、Cplus

によるWeb履修登録後となります。 

そのため、初回授業の参加にあたっては、4月初旬にmanabaの「自己登録機能」を用いて履修希望科目コース

への登録が必要になります。登録方法等の詳細はCplusにてお知らせしますので、必ず確認してください。 
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４．特別聴講学生制度（他大学院との単位互換制度）  
【【本本学学でではは44月月1188日日((月月))締締切切】】  

 
大学院特別聴講学生制度とは、各大学間の学術的提携・交流を促進し、教育研究の充実をはかる目的により設け

られたものです。これは、大学院学生が研究上の必要から本大学院と特別聴講学生に関する協定を締結した他の大

学院（以下「交流・協力校」という）の授業科目を相互に履修する単位互換制度のことです。 

 

＜1＞ 交流・協力校 

(A) 全研究科 

該当専攻 交流・協定校 

全研究科 

(国)東京外国語大学 総合国際学研究科  

順天堂大学 
専修大学 
東京電機大学 
東京理科大学 
東洋大学 
日本大学 
法政大学 
明治大学 
共立女子大学 

＜首都大学院コンソーシアム＞加盟 10 大学につ
いては、対象となる研究科・専攻を大学院事務室
で確認。 

(B) 法学研究科〈博士前期課程のみ〉 

該当専攻 交流・協定校 

政治学専攻 

学習院大学 政治学研究科  

成蹊大学 法学政治学研究科 政治学専攻 

日本大学 法学研究科 政治学専攻 

法政大学 社会科学研究科 政治学専攻 

明治大学 政治経済学研究科 政治学専攻 

立教大学 法学研究科 法学政治学専攻 

(C) 経済学研究科〈博士前期課程のみ〉 

該当専攻 交流・協定校 

経済学専攻 

青山学院大学 経済学研究科  

専修大学 経済学研究科  

東洋大学 経済学研究科  

日本大学 経済学研究科  

法政大学 経済学研究科  

明治学院大学 経済学研究科  

明治大学 政治経済学研究科 経済学専攻 

立教大学 経済学研究科  

(D) 商学研究科 

該当専攻 交流・協定校 

商学専攻 

専修大学 

経営学研究科 経営学専攻 

商学研究科 
商学専攻 

会計学専攻 

法政大学 
経済学研究科 経済学専攻 

経営学研究科 経営学専攻 

明治大学 
経営学研究科 経営学専攻 

商学研究科 商学専攻 

立教大学 
経済学研究科 経済学専攻 

経営学研究科 経営学専攻 
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＜3＞ 成績発表・成績評価の問い合わせ 
 

成績発表は、以下の日付よりCplusメニュー「成績照会」から確認できます。評価結果を確認し、次学期・次年度

以降の履修計画の参考にしてください。 

    成績発表日（前期）：9月中旬 

         （後期）：3月中旬   ※修了生は3月上旬。修了者発表も同時に行います。 

         ※詳細はCplusにてお知らせします。 

 

成績発表の結果、成績評価に疑問点等がある場合は、成績発表日から2週間以内に限り、当該科目の担当教員に問

い合わせをすることができます。詳細については、「成績評価問い合わせに関する取扱要領」（223頁）を参照して

ください。 

 

＜4＞ 成績証明書 
 

当該年度の成績証明書は、翌年度の4月1日より発行することができます。ただし、当該年度の修了者については、

修了式の日より発行することができます。 

 
 
■研究倫理教育について 
 

中央大学では、2014年8月に文部科学省による「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に

おいて、大学等の研究機関が責任を持って不正行為の防止にかかわる対応を強化する方針が示されたことを受け、

大学院学生への研究倫理教育として、e-ラーニングによる研究倫理教育を実施しています。 

大学院在籍者は全員、入学年度の5月末までに受講・修了してください。 

【【受受講講対対象象】】大学院在籍者（前期課程・後期課程）全員 

【【教教    材材】】「APRIN eラーニングプログラム（eAPRIN）」 

・法学・経済学・商学・文学・総合政策研究科在籍者は、「人文系研究者標準コース」を受講 

【【受受講講方方法法】】eラーニング（詳細は入学時にCplusでお知らせします） 
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４．特別聴講学生制度（他大学院との単位互換制度）  
【【本本学学でではは44月月1188日日((月月))締締切切】】  

 
大学院特別聴講学生制度とは、各大学間の学術的提携・交流を促進し、教育研究の充実をはかる目的により設け

られたものです。これは、大学院学生が研究上の必要から本大学院と特別聴講学生に関する協定を締結した他の大

学院（以下「交流・協力校」という）の授業科目を相互に履修する単位互換制度のことです。 

 

＜1＞ 交流・協力校 

(A) 全研究科 

該当専攻 交流・協定校 

全研究科 

(国)東京外国語大学 総合国際学研究科  

順天堂大学 
専修大学 
東京電機大学 
東京理科大学 
東洋大学 
日本大学 
法政大学 
明治大学 
共立女子大学 

＜首都大学院コンソーシアム＞加盟 10 大学につ
いては、対象となる研究科・専攻を大学院事務室
で確認。 

(B) 法学研究科〈博士前期課程のみ〉 

該当専攻 交流・協定校 

政治学専攻 

学習院大学 政治学研究科  

成蹊大学 法学政治学研究科 政治学専攻 

日本大学 法学研究科 政治学専攻 

法政大学 社会科学研究科 政治学専攻 

明治大学 政治経済学研究科 政治学専攻 

立教大学 法学研究科 法学政治学専攻 

(C) 経済学研究科〈博士前期課程のみ〉 

該当専攻 交流・協定校 

経済学専攻 

青山学院大学 経済学研究科  

専修大学 経済学研究科  

東洋大学 経済学研究科  

日本大学 経済学研究科  

法政大学 経済学研究科  

明治学院大学 経済学研究科  

明治大学 政治経済学研究科 経済学専攻 

立教大学 経済学研究科  

(D) 商学研究科 

該当専攻 交流・協定校 

商学専攻 

専修大学 

経営学研究科 経営学専攻 

商学研究科 
商学専攻 

会計学専攻 

法政大学 
経済学研究科 経済学専攻 

経営学研究科 経営学専攻 

明治大学 
経営学研究科 経営学専攻 

商学研究科 商学専攻 

立教大学 
経済学研究科 経済学専攻 

経営学研究科 経営学専攻 
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＜3＞ 成績発表・成績評価の問い合わせ 
 

成績発表は、以下の日付よりCplusメニュー「成績照会」から確認できます。評価結果を確認し、次学期・次年度

以降の履修計画の参考にしてください。 

    成績発表日（前期）：9月中旬 

         （後期）：3月中旬   ※修了生は3月上旬。修了者発表も同時に行います。 

         ※詳細はCplusにてお知らせします。 

 

成績発表の結果、成績評価に疑問点等がある場合は、成績発表日から2週間以内に限り、当該科目の担当教員に問

い合わせをすることができます。詳細については、「成績評価問い合わせに関する取扱要領」（223頁）を参照して

ください。 

 

＜4＞ 成績証明書 
 

当該年度の成績証明書は、翌年度の4月1日より発行することができます。ただし、当該年度の修了者については、

修了式の日より発行することができます。 

 
 
■研究倫理教育について 
 

中央大学では、2014年8月に文部科学省による「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」に

おいて、大学等の研究機関が責任を持って不正行為の防止にかかわる対応を強化する方針が示されたことを受け、

大学院学生への研究倫理教育として、e-ラーニングによる研究倫理教育を実施しています。 

大学院在籍者は全員、入学年度の5月末までに受講・修了してください。 

【【受受講講対対象象】】大学院在籍者（前期課程・後期課程）全員 

【【教教    材材】】「APRIN eラーニングプログラム（eAPRIN）」 

・法学・経済学・商学・文学・総合政策研究科在籍者は、「人文系研究者標準コース」を受講 

【【受受講講方方法法】】eラーニング（詳細は入学時にCplusでお知らせします） 
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＜2＞ 申請の方法 
  

(1) 指導教授と相談のうえ、所定の特別聴講願（窓口配付）で本学、交流・協定校の両方に手続を行ってくだ

さい。手続後の特別聴講願は、後期開講科目を含めて、本学には4月18日（月）までに大学院事務室に提

出してください。交流・協力校の手続期限は大学により異なりますので、大学院事務室で確認し、期日を

厳守して手続をしてください。 

(2) 聴講手数料は、1単位500円です。ただし、国立大学および東京都立大学・早稲田大学・学習院大学につい

ては、聴講手数料は不要となります（早稲田大学は、別途実習費がかかる場合があります）。 

(3) 後期開講科目についても4月に手続を行ってください。ただし、特別聴講の可否については、相手先のス

ケジュールおよび判断によります。 

(4) 交流・協定校の履修要項と時間割は、大学院事務室で閲覧できます。 

 

＜3＞ 単位の認定 
 

交流・協力校で修得した単位は、各研究科の定めにより、修了に必要な単位として認定されます（詳細は、15頁

の履修手続並びに28頁以降の「学業に関する事項（各研究科個別事項）」を参照してください）。 
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(E) 文学研究科 

該当専攻 交流・協定校 
全専攻 東京都立大学 人文科学研究科  

国文学専攻 
成蹊大学 文学研究科 日本文学専攻 
上智大学 文学研究科 国文学専攻 
実践女子大学 文学研究科 国文学専攻 

英文学専攻 実践女子大学 文学研究科 英文学専攻 

日本史学専攻 

東洋史学専攻 

西洋史学専攻 

青山学院大学 文学研究科 史学専攻 
國學院大學 文学研究科 日本史学専攻 
上智大学 文学研究科 史学専攻 
専修大学 文学研究科 史学専攻 
明治大学 文学研究科 史学専攻 
立教大学 文学研究科 史学専攻 
国士舘大学 人文科学研究科 日本史・東洋史コース 

駒澤大学 人文科学研究科 歴史学専攻 
東海大学 文学研究科 史学専攻 
東洋大学 文学研究科 史学専攻 

社会情報学専攻 

(国)茨城大学 人文科学研究科  
大妻女子大学 人間文化研究科 現代社会研究専攻 
駒澤大学 人文科学研究科 社会学専攻 
(国)埼玉大学 文化科学研究科  
上智大学 文学研究科 新聞学専攻（博士前期課程） 

成蹊大学 文学研究科 社会文化論専攻 
専修大学 文学研究科 社会学専攻 
創価大学 文学研究科 社会学専攻 
大正大学 人間学研究科 人間科学専攻 

(国)千葉大学 人文社会科学研究科 公共研究専攻 
総合文化研究専攻 

都留文科大学 文学研究科 社会学地域社会研究専攻 

東洋大学 社会学研究科 
福祉社会デザイン研究科 

福祉社会システム専攻 

常磐大学 
人間科学研究科 
被害者学研究科  

日本大学 新聞学研究科  
日本女子大学 人間社会研究科 現代社会論専攻 
法政大学 社会学研究科 社会学専攻 
武蔵大学 人文科学研究科 社会学専攻 
明治学院大学 社会学研究科 社会学専攻 

明治大学 
政治経済学研究科 政治学専攻 

文学研究科 
臨床人間学専攻 
臨床社会学専修（博士前期課程） 

立正大学 文学研究科 社会学専攻 
立教大学 社会学研究科 社会学専攻 
流通経済大学 社会学研究科 社会学専攻 

(F) 文学研究科〈博士前期課程のみ〉 

該当専攻 交流・協定校 
全専攻 学習院大学 人文科学研究科（※）  

日本史学専攻 

東洋史学専攻 

西洋史学専攻 
早稲田大学 文学研究科 史学専攻 

※但し、心理学専攻の授業科目は「心理学コース」のものに限定される。 
(国)は国立大学 

―19―



 

 －20－ 

 

＜2＞ 申請の方法 
  

(1) 指導教授と相談のうえ、所定の特別聴講願（窓口配付）で本学、交流・協定校の両方に手続を行ってくだ

さい。手続後の特別聴講願は、後期開講科目を含めて、本学には4月18日（月）までに大学院事務室に提

出してください。交流・協力校の手続期限は大学により異なりますので、大学院事務室で確認し、期日を

厳守して手続をしてください。 

(2) 聴講手数料は、1単位500円です。ただし、国立大学および東京都立大学・早稲田大学・学習院大学につい

ては、聴講手数料は不要となります（早稲田大学は、別途実習費がかかる場合があります）。 

(3) 後期開講科目についても4月に手続を行ってください。ただし、特別聴講の可否については、相手先のス

ケジュールおよび判断によります。 

(4) 交流・協定校の履修要項と時間割は、大学院事務室で閲覧できます。 

 

＜3＞ 単位の認定 
 

交流・協力校で修得した単位は、各研究科の定めにより、修了に必要な単位として認定されます（詳細は、15頁

の履修手続並びに28頁以降の「学業に関する事項（各研究科個別事項）」を参照してください）。 
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(E) 文学研究科 

該当専攻 交流・協定校 
全専攻 東京都立大学 人文科学研究科  

国文学専攻 
成蹊大学 文学研究科 日本文学専攻 
上智大学 文学研究科 国文学専攻 
実践女子大学 文学研究科 国文学専攻 

英文学専攻 実践女子大学 文学研究科 英文学専攻 

日本史学専攻 

東洋史学専攻 

西洋史学専攻 

青山学院大学 文学研究科 史学専攻 
國學院大學 文学研究科 日本史学専攻 
上智大学 文学研究科 史学専攻 
専修大学 文学研究科 史学専攻 
明治大学 文学研究科 史学専攻 
立教大学 文学研究科 史学専攻 
国士舘大学 人文科学研究科 日本史・東洋史コース 

駒澤大学 人文科学研究科 歴史学専攻 
東海大学 文学研究科 史学専攻 
東洋大学 文学研究科 史学専攻 

社会情報学専攻 

(国)茨城大学 人文科学研究科  
大妻女子大学 人間文化研究科 現代社会研究専攻 
駒澤大学 人文科学研究科 社会学専攻 
(国)埼玉大学 文化科学研究科  
上智大学 文学研究科 新聞学専攻（博士前期課程） 

成蹊大学 文学研究科 社会文化論専攻 
専修大学 文学研究科 社会学専攻 
創価大学 文学研究科 社会学専攻 
大正大学 人間学研究科 人間科学専攻 

(国)千葉大学 人文社会科学研究科 公共研究専攻 
総合文化研究専攻 

都留文科大学 文学研究科 社会学地域社会研究専攻 

東洋大学 社会学研究科 
福祉社会デザイン研究科 

福祉社会システム専攻 

常磐大学 
人間科学研究科 
被害者学研究科  

日本大学 新聞学研究科  
日本女子大学 人間社会研究科 現代社会論専攻 
法政大学 社会学研究科 社会学専攻 
武蔵大学 人文科学研究科 社会学専攻 
明治学院大学 社会学研究科 社会学専攻 

明治大学 
政治経済学研究科 政治学専攻 

文学研究科 
臨床人間学専攻 
臨床社会学専修（博士前期課程） 

立正大学 文学研究科 社会学専攻 
立教大学 社会学研究科 社会学専攻 
流通経済大学 社会学研究科 社会学専攻 

(F) 文学研究科〈博士前期課程のみ〉 

該当専攻 交流・協定校 
全専攻 学習院大学 人文科学研究科（※）  

日本史学専攻 

東洋史学専攻 

西洋史学専攻 
早稲田大学 文学研究科 史学専攻 

※但し、心理学専攻の授業科目は「心理学コース」のものに限定される。 
(国)は国立大学 

―20―



 

 －22－ 

 

(2)一種免許状を取得していない人 

教育職員免許状取得に必要な教科や教職に関する所定の単位を全く修得していない方や、中途修得の方は、本本

学学教教職職課課程程のの関関係係科科目目をを履履修修ししてて必必要要単単位位をを修修得得しし、、一一種種免免許許状状（（所所定定のの教教職職課課程程をを修修了了しし、、学学士士のの学学位位をを有有すす

るるここととをを資資格格取取得得要要件件ととすするる教教員員のの普普通通免免許許状状））のの資資格格取取得得要要件件をを充充足足すするる必必要要ががあありりまますす。。その場合は、学部

における教職課程の科目等履修生として、履修をすることになります。 

一種免許状の取得要件の充足に加え、(1)と同様、各研究科の「大学が独自に設定する科目」のうち、24単位を

修得し、博士前期課程を修了することで、専修免許状の取得ができます。大学院生は一種免許状のみの取得はで

きません。 

大学院ではじめて一種免許状取得要件の充足を目指すためには、学部において3年間以上かけて修得するものを

2年間で修得する必要があることに加え、研究科における学習・研究も両立させる必要があり、また多大な費用も

必要となります。事前に指導教授とよく相談し、充分な検討をした上で、履修手続を行ってください。なお、入入

学学前前のの33月月にに「「教教職職学学習習指指導導」」をを行行っってておおりりまますす。。ここのの「「教教職職学学習習指指導導」」にに参参加加ししてていいなないい方方はは、、大大学学院院でで新新たたにに

教教職職免免許許状状のの取取得得ををすするるここととははででききまませせんん。。 

 

(3)免許状授与条件と取得可能な教科について 

専修免許状及び一種免許状の授与条件の詳細や、本学大学院で取得可能な専修免許状における教科の種類につ

いては、以下の表に示しておりますので、参照してください。なお、学部入学年度や学部から大学院にかけての

在籍状態により過去の免許法に定められた条件が適用される場合がありますので、自身に適用される授与条件に

ついては、大学院事務室に確認してください。取得できる教科は、所属専攻の免許教科とします。したがって、

他の免許状教科は取得できません。 
 

●教育職員免許法にもとづく授与条件（2019年度入学生より適用） 

法令上の科目区分等 最低修得単位数 

中学校専修免許状 高等学校専修免許状 

教育職員免許法に

定める「教科及び

教職に関する科目」 

教科及び教科の指導法に関する科目 28 24 

教育の基礎的理解に関する科目 10 10 

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び

生徒指導、教育相談等に関する科目 
10 8 

教育実践に関する科目 7 5 

大学が独自に設定する科目（学部） 4 12 

大学が独自に設定する科目（大学院） 24 24 

合計 83 単位 83 単位 

教育職員免許法施

行規則第66条の6

に定める科目 

日本国憲法 2 2 

体育 2 2 

外国語コミュニケーション 2 2 

情報機器の操作 2 2 

合計 8 単位 8 単位 

介護等体験特例法に

定める介護等体験 

 
要 不要 
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５．教育職員免許状 

 

＜1＞教員養成の目標 
 

養成する教員像（教員養成の目標） 

本学は、「實地應用ノ素ヲ養フ」の建学の精神および各学部・研究科が掲げる学位授与方針に基づき、教員とし

ての高度な専門性と幅広い教養、豊かな人間性、社会的な要請の変化に対応できる実地応用力を有し、教育現場で

活躍することのできる教員を養成します。 

具体的には、以下のような知識・能力・態度を有する教員を養成することを目標とします。 

○教員としての使命感、倫理観 

・教育に対する熱意を有するとともに、教育職員としての自覚に基づき、使命感・倫理観を持って行動するこ

とができる。 

・教員としての使命感に基づき、主体的・継続的に自己研鑽を重ねることができる。 

○学習指導力 

・教科指導に必要な知識および生徒の関心を引き出し主体的な学びを実現する指導法を身に付けており、実践

することができる。 

・学習指導の基盤となる、生徒の発達・心理に関する知識、特別な支援が必要な生徒についての知識を有し、

実践することができる。 

・学習指導に必要な知識や指導法の向上に向け、主体的に学び続けることができる。 

○生徒指導力 

・特別活動、キャリア教育・進路指導等の場面において生徒指導を行うための基盤となる知識を有し、実践す

ることができる。 

・生徒やその背景の多様性について理解し、コミュニケーションを図りながら指導を行うことができる。 

○課題解決力 

・課題解決に向け、学士課程および教職課程における学修を通じて身につけた知識を用いることができる。 

・他の教員、保護者、地域、学外機関等と連携し、コミュニケーションを図りながら課題解決に取り組むこと

ができる。 

○ICT活用能力 

・教育活動や校務に必要なICT活用能力を身につけており、効果的に活用することができる。 

 

＜2＞中学校・高等学校教諭専修免許状の取得 

 

大学院で取得可能な教育職員免許状は、専修免許状になります。専修免許状とは、教育職員免許法第4条に定め

る教員の普通免許状の一種です。専修免許状を取得するための要件は以下のとおりです。 

1．一種免許状取得に際しての資格取得要件を充足していること。 

2．各研究科の「大学が独自に設定する科目（※）」のうち、24単位を修得していること。 

3．博士前期課程を修了していること。 

※取得を希望する専修免許状の種類（学校種・教科）により修得しなければならない授業科目が定められていま

す。詳細は「教職学習指導」や大学院事務室設置のファイルで確認してください。 

 

(1)一種免許状を既に取得し、専修免許状への書き換えを希望する人 

    大学院入学前に教職課程を履修し、既に一種免許状を取得している方で、大学院修了時に専修免許状への書き換

えを希望する方は、改めて教職課程を履修する必要はありません。ただし、修了までに各研究科の「大学が独自に

設定する科目」を24単位修得している必要があります。また、修了する年の4月中旬に大学院事務室にて「教職免

許状一括申請手続ガイダンス」を実施しますので、必ず出席してください。 
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(2)一種免許状を取得していない人 

教育職員免許状取得に必要な教科や教職に関する所定の単位を全く修得していない方や、中途修得の方は、本本

学学教教職職課課程程のの関関係係科科目目をを履履修修ししてて必必要要単単位位をを修修得得しし、、一一種種免免許許状状（（所所定定のの教教職職課課程程をを修修了了しし、、学学士士のの学学位位をを有有すす

るるここととをを資資格格取取得得要要件件ととすするる教教員員のの普普通通免免許許状状））のの資資格格取取得得要要件件をを充充足足すするる必必要要ががあありりまますす。。その場合は、学部

における教職課程の科目等履修生として、履修をすることになります。 

一種免許状の取得要件の充足に加え、(1)と同様、各研究科の「大学が独自に設定する科目」のうち、24単位を

修得し、博士前期課程を修了することで、専修免許状の取得ができます。大学院生は一種免許状のみの取得はで

きません。 

大学院ではじめて一種免許状取得要件の充足を目指すためには、学部において3年間以上かけて修得するものを

2年間で修得する必要があることに加え、研究科における学習・研究も両立させる必要があり、また多大な費用も

必要となります。事前に指導教授とよく相談し、充分な検討をした上で、履修手続を行ってください。なお、入入

学学前前のの33月月にに「「教教職職学学習習指指導導」」をを行行っってておおりりまますす。。ここのの「「教教職職学学習習指指導導」」にに参参加加ししてていいなないい方方はは、、大大学学院院でで新新たたにに

教教職職免免許許状状のの取取得得ををすするるここととははででききまませせんん。。 

 

(3)免許状授与条件と取得可能な教科について 

専修免許状及び一種免許状の授与条件の詳細や、本学大学院で取得可能な専修免許状における教科の種類につ

いては、以下の表に示しておりますので、参照してください。なお、学部入学年度や学部から大学院にかけての

在籍状態により過去の免許法に定められた条件が適用される場合がありますので、自身に適用される授与条件に

ついては、大学院事務室に確認してください。取得できる教科は、所属専攻の免許教科とします。したがって、

他の免許状教科は取得できません。 
 

●教育職員免許法にもとづく授与条件（2019年度入学生より適用） 

法令上の科目区分等 最低修得単位数 

中学校専修免許状 高等学校専修免許状 

教育職員免許法に

定める「教科及び

教職に関する科目」 

教科及び教科の指導法に関する科目 28 24 

教育の基礎的理解に関する科目 10 10 

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び

生徒指導、教育相談等に関する科目 
10 8 

教育実践に関する科目 7 5 

大学が独自に設定する科目（学部） 4 12 

大学が独自に設定する科目（大学院） 24 24 

合計 83 単位 83 単位 

教育職員免許法施

行規則第66条の6

に定める科目 

日本国憲法 2 2 

体育 2 2 

外国語コミュニケーション 2 2 

情報機器の操作 2 2 

合計 8 単位 8 単位 

介護等体験特例法に

定める介護等体験 

 
要 不要 
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５．教育職員免許状 

 

＜1＞教員養成の目標 
 

養成する教員像（教員養成の目標） 

本学は、「實地應用ノ素ヲ養フ」の建学の精神および各学部・研究科が掲げる学位授与方針に基づき、教員とし

ての高度な専門性と幅広い教養、豊かな人間性、社会的な要請の変化に対応できる実地応用力を有し、教育現場で

活躍することのできる教員を養成します。 

具体的には、以下のような知識・能力・態度を有する教員を養成することを目標とします。 

○教員としての使命感、倫理観 

・教育に対する熱意を有するとともに、教育職員としての自覚に基づき、使命感・倫理観を持って行動するこ

とができる。 

・教員としての使命感に基づき、主体的・継続的に自己研鑽を重ねることができる。 

○学習指導力 

・教科指導に必要な知識および生徒の関心を引き出し主体的な学びを実現する指導法を身に付けており、実践

することができる。 

・学習指導の基盤となる、生徒の発達・心理に関する知識、特別な支援が必要な生徒についての知識を有し、

実践することができる。 

・学習指導に必要な知識や指導法の向上に向け、主体的に学び続けることができる。 

○生徒指導力 

・特別活動、キャリア教育・進路指導等の場面において生徒指導を行うための基盤となる知識を有し、実践す

ることができる。 

・生徒やその背景の多様性について理解し、コミュニケーションを図りながら指導を行うことができる。 

○課題解決力 

・課題解決に向け、学士課程および教職課程における学修を通じて身につけた知識を用いることができる。 

・他の教員、保護者、地域、学外機関等と連携し、コミュニケーションを図りながら課題解決に取り組むこと

ができる。 

○ICT活用能力 

・教育活動や校務に必要なICT活用能力を身につけており、効果的に活用することができる。 

 

＜2＞中学校・高等学校教諭専修免許状の取得 

 

大学院で取得可能な教育職員免許状は、専修免許状になります。専修免許状とは、教育職員免許法第4条に定め

る教員の普通免許状の一種です。専修免許状を取得するための要件は以下のとおりです。 

1．一種免許状取得に際しての資格取得要件を充足していること。 

2．各研究科の「大学が独自に設定する科目（※）」のうち、24単位を修得していること。 

3．博士前期課程を修了していること。 

※取得を希望する専修免許状の種類（学校種・教科）により修得しなければならない授業科目が定められていま

す。詳細は「教職学習指導」や大学院事務室設置のファイルで確認してください。 

 

(1)一種免許状を既に取得し、専修免許状への書き換えを希望する人 

    大学院入学前に教職課程を履修し、既に一種免許状を取得している方で、大学院修了時に専修免許状への書き換

えを希望する方は、改めて教職課程を履修する必要はありません。ただし、修了までに各研究科の「大学が独自に

設定する科目」を24単位修得している必要があります。また、修了する年の4月中旬に大学院事務室にて「教職免

許状一括申請手続ガイダンス」を実施しますので、必ず出席してください。 
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＜4＞ 免許状の申請方法（一括申請・個人申請） 
 

教職課程における所定単位を修得し、大学院の博士課程前期課程を修了すると、教育職員専修免許状の取得申請

をすることができます。申請方法としては、「一括申請」と「個人申請」の2種類があります。 
 

  （A）一括申請 

大学が申請者をとりまとめ、一括して免許状の授与について東京都教育委員会に申請する方法です。申請から

交付の流れは以下のとおりとなります。 

(1)「教育職員免許状一括申請申込書」の提出【修了年次の4月中旬】 

免許状一括申請の対象者は、4月中旬に大学院事務室にて行われる「教職免許状一括申請手続ガイダンス」に必

ず出席をしてください。その際、「教育職員免許状一括申請申込書」の記入・提出をしていただきます。 

(2)一括申請ガイダンス【修了年次の10月下旬～11月上旬】 

一括申請申込者を対象に、10月下旬～11月上旬に教職事務室にて「教員免許状大学一括申請ガイダンス」を開

催します。各自印鑑（シャチハタ印不可）を持参して必ず出席してください。このガイダンスに欠席し、いくつ

かの手続きを怠った方は、免許状の一括申請はできません。その場合は、修了後、後述の「個人申請」によって

免許状の交付を受けることができます。 

(3)申請の取り下げ 

一括申請の手続きをしても、教職課程の所定単位を修得できない場合や、大学院修了ができない場合は、申請

を取り下げなければなりません。免許状授与の要件を満たせないと判明した場合は、直ちに教職事務室に申し出

てください。 

(4)免許状の交付 

一括申請の手続きをした後に、修了が決定した人については、修了式の日に大学院事務室で免許状を交付しま

す。 
 

（B）個人申請 

大学を通して一括申請しなかった方や、できなかった方、複数大学での複雑な教職関係単位取得等、一括申請に

なじまず受付けされなかった方は、申請時に居住する都道府県の教育委員会に出向いて個人申請することになりま

す。個人申請は各教育委員会ともに、修了後の4月以降に申請を受付け、1～2ヵ月後に免許状が授与されます。 

※ 個人申請を予定している人は、履修届提出日までに大学院事務室に相談してください。 

 

 －23－ 

●本学研究科で取得可能な専修免許状の教科について 

研 究 科 専 攻 
免許教科の種類  

中学校 高 等 学 校   

法 学 研 究 科 

公 法 専 攻 社 会 公 民  

民 事 法 専 攻 社 会 公 民  

刑 事 法 専 攻 社 会 公 民  

国際企業関係法専攻 社 会 公 民  

政 治 学 専 攻 社 会 
地 理 歴 史

公 民  
 

経済学研究科 経 済 学 専 攻 社 会 
地 理 歴 史

公 民  
 

商 学 研 究 科 商 学 専 攻 社 会 商 業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (※) 2004年度以後に教育学専攻博士(前期)課程に入学した人は、

大学院入学前にすでに以下の教科の「一種免許状」を取得済

みの場合に限り、申請により、「専修免許状」に書き換える

ことができます。 

「中学」国語・数学・理科・英語・ドイツ語・フランス語・

中国語 

「高校」国語・数学・理科・英語・ドイツ語・フランス語・

中国語・情報・工業・商業 

 

＜3＞教職課程の履修にあたっての注意点 
 

学部の科目等履修生として教職課程を履修する場合、いくつか注意点がありますので、確認の上、履修手続を行

ってください。なお、教職課程の修了と大学院での研究活動との両立は非常に困難且つ、多大な費用も必要となり

ます。事前に充分な検討をした上で、履修手続を行ってください。 

また、教職課程の履修については、教職事務室が所管しています。入学前3月に大学院事務室にて行われる「教職

学習指導」の後に行う各種ガイダンスや指導申請の詳細については、教職事務室にお問い合わせください。 
 

(1)履修制限について  

教職科目の履修制限はありません。ただし、大学院での研究活動に支障がないように、指導教授と必ず相談し

たうえで履修計画を立ててください。 

(2)「介護等体験」について 

1998年4月1日以降に中学校教諭の免許状を取得する場合には、特別支援学校並びに社会福祉施設において、介

護等体験を7日以上体験することが義務づけられました。教員免許状の申請にあたっては、これらの体験に関する

証明書の提出が必要となります。また、上記の施設において介護等体験を行う際には、必要経費の徴収が行われ

ます。体験参加希望者は、3月下旬～4月中旬に教職事務室（多摩キャンパス3号館3階）が実施する介護等体験申

込説明会に必ず出席し説明を受けたうえで、体験申込手続をすることになります。その際、出席者に対し「介護

等体験の手引き」が配付されます。介護等体験の詳細は「介護等体験の手引き」にて確認して下さい。 

教職（介護等体験含む）に関する説明会については、都度大学院事務室前掲示板に掲示します。 

 

 
研 究 科 専 攻 

免許教科の種類 

 中学校 高等学校 

 

文学研究科 

国 文 学 専 攻 国 語 国 語 

 英 文 学 専 攻 英 語 英 語 

 独 文 学 専 攻 ドイツ語 ドイツ語 

 仏 文 学 専 攻 フランス語 フランス語 

 中国言語文化専攻 中 国 語 中 国 語 

 日 本 史 学 専 攻 社 会 地理歴史 

 東 洋 史 学 専 攻 社 会 地理歴史 

 西 洋 史 学 専 攻 社 会 地理歴史 

 哲 学 専 攻 社 会 公 民 

 社 会 学 専 攻 社 会 公 民 

 社会情報学専攻  情 報 

 教育学専攻(※) 社 会 
地理歴史 

公 民 

 心 理 学 専 攻  公 民 

 総合政策研究科  総 合 政 策 専 攻 社 会 公 民 
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＜4＞ 免許状の申請方法（一括申請・個人申請） 
 

教職課程における所定単位を修得し、大学院の博士課程前期課程を修了すると、教育職員専修免許状の取得申請

をすることができます。申請方法としては、「一括申請」と「個人申請」の2種類があります。 
 

  （A）一括申請 

大学が申請者をとりまとめ、一括して免許状の授与について東京都教育委員会に申請する方法です。申請から

交付の流れは以下のとおりとなります。 

(1)「教育職員免許状一括申請申込書」の提出【修了年次の4月中旬】 

免許状一括申請の対象者は、4月中旬に大学院事務室にて行われる「教職免許状一括申請手続ガイダンス」に必

ず出席をしてください。その際、「教育職員免許状一括申請申込書」の記入・提出をしていただきます。 

(2)一括申請ガイダンス【修了年次の10月下旬～11月上旬】 

一括申請申込者を対象に、10月下旬～11月上旬に教職事務室にて「教員免許状大学一括申請ガイダンス」を開

催します。各自印鑑（シャチハタ印不可）を持参して必ず出席してください。このガイダンスに欠席し、いくつ

かの手続きを怠った方は、免許状の一括申請はできません。その場合は、修了後、後述の「個人申請」によって

免許状の交付を受けることができます。 

(3)申請の取り下げ 

一括申請の手続きをしても、教職課程の所定単位を修得できない場合や、大学院修了ができない場合は、申請

を取り下げなければなりません。免許状授与の要件を満たせないと判明した場合は、直ちに教職事務室に申し出

てください。 

(4)免許状の交付 

一括申請の手続きをした後に、修了が決定した人については、修了式の日に大学院事務室で免許状を交付しま

す。 
 

（B）個人申請 

大学を通して一括申請しなかった方や、できなかった方、複数大学での複雑な教職関係単位取得等、一括申請に

なじまず受付けされなかった方は、申請時に居住する都道府県の教育委員会に出向いて個人申請することになりま

す。個人申請は各教育委員会ともに、修了後の4月以降に申請を受付け、1～2ヵ月後に免許状が授与されます。 

※ 個人申請を予定している人は、履修届提出日までに大学院事務室に相談してください。 
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●本学研究科で取得可能な専修免許状の教科について 

研 究 科 専 攻 
免許教科の種類  

中学校 高 等 学 校   

法 学 研 究 科 

公 法 専 攻 社 会 公 民  

民 事 法 専 攻 社 会 公 民  

刑 事 法 専 攻 社 会 公 民  

国際企業関係法専攻 社 会 公 民  

政 治 学 専 攻 社 会 
地 理 歴 史

公 民  
 

経済学研究科 経 済 学 専 攻 社 会 
地 理 歴 史

公 民  
 

商 学 研 究 科 商 学 専 攻 社 会 商 業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (※) 2004年度以後に教育学専攻博士(前期)課程に入学した人は、

大学院入学前にすでに以下の教科の「一種免許状」を取得済

みの場合に限り、申請により、「専修免許状」に書き換える

ことができます。 

「中学」国語・数学・理科・英語・ドイツ語・フランス語・

中国語 

「高校」国語・数学・理科・英語・ドイツ語・フランス語・

中国語・情報・工業・商業 

 

＜3＞教職課程の履修にあたっての注意点 
 

学部の科目等履修生として教職課程を履修する場合、いくつか注意点がありますので、確認の上、履修手続を行

ってください。なお、教職課程の修了と大学院での研究活動との両立は非常に困難且つ、多大な費用も必要となり

ます。事前に充分な検討をした上で、履修手続を行ってください。 

また、教職課程の履修については、教職事務室が所管しています。入学前3月に大学院事務室にて行われる「教職

学習指導」の後に行う各種ガイダンスや指導申請の詳細については、教職事務室にお問い合わせください。 
 

(1)履修制限について  

教職科目の履修制限はありません。ただし、大学院での研究活動に支障がないように、指導教授と必ず相談し

たうえで履修計画を立ててください。 

(2)「介護等体験」について 

1998年4月1日以降に中学校教諭の免許状を取得する場合には、特別支援学校並びに社会福祉施設において、介

護等体験を7日以上体験することが義務づけられました。教員免許状の申請にあたっては、これらの体験に関する

証明書の提出が必要となります。また、上記の施設において介護等体験を行う際には、必要経費の徴収が行われ

ます。体験参加希望者は、3月下旬～4月中旬に教職事務室（多摩キャンパス3号館3階）が実施する介護等体験申

込説明会に必ず出席し説明を受けたうえで、体験申込手続をすることになります。その際、出席者に対し「介護

等体験の手引き」が配付されます。介護等体験の詳細は「介護等体験の手引き」にて確認して下さい。 

教職（介護等体験含む）に関する説明会については、都度大学院事務室前掲示板に掲示します。 

 

 
研 究 科 専 攻 

免許教科の種類 

 中学校 高等学校 

 

文学研究科 

国 文 学 専 攻 国 語 国 語 

 英 文 学 専 攻 英 語 英 語 

 独 文 学 専 攻 ドイツ語 ドイツ語 

 仏 文 学 専 攻 フランス語 フランス語 

 中国言語文化専攻 中 国 語 中 国 語 

 日 本 史 学 専 攻 社 会 地理歴史 

 東 洋 史 学 専 攻 社 会 地理歴史 

 西 洋 史 学 専 攻 社 会 地理歴史 

 哲 学 専 攻 社 会 公 民 

 社 会 学 専 攻 社 会 公 民 

 社会情報学専攻  情 報 

 教育学専攻(※) 社 会 
地理歴史 

公 民 

 心 理 学 専 攻  公 民 

 総合政策研究科  総 合 政 策 専 攻 社 会 公 民 
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７．オープン・ドメイン制度 
 

学問の領域間の垣根が低くなり、研究の内容や形態が多様化するにつれて、他研究科の科目の履修を希望するケー

スが増えています。そこで、中央大学大学院では、「オープン・ドメイン制度」を整備し、所属する研究科以外の

研究科に設置される科目であっても履修することができるようにしております（ただし、理工学研究科設置科目に

ついては、限られた科目（※1）のみ履修が可能です）。この制度を積極的に活用し、他研究科設置科目であっても、

自身の研究分野に見合った履修科目の選択を推奨します。 

ただし、取得できる単位数は各研究科において上限を定めております（※2）ので、必ず確認をしてください。ま

た、科目によっては履修の条件を厳格に定める科目もありますので、事前にmanabaより講義要項（シラバス）を確

認してください。 

なお、オープン・ドメイン制度については2020年度より導入していますが、入学年次により履修方法が異なりま

す。詳細は（※3）を確認してください。 

   参考までに、各研究科に設置されるすべての科目が対応する専門領域を一介に示した一覧表をCplus 文系大学院掲

示板に掲出しております。履修計画を立てる際や指導教授以外の教員から研究指導を受ける際の参考となりますので、

積極的に活用してください。 

 

（（※※11））理理工工学学研研究究科科ににおおけけるる「「オオーーププンン・・ドドメメイインン制制度度」」対対象象科科目目  

理工学研究科における「オープン・ドメイン制度」対象科目については、Cplus文系大学院掲示板に掲出しておりま

すので、履修希望者はそちらを参照してください。 

 

（（※※22））各各研研究究科科ににおおいいてて他他研研究究科科設設置置科科目目をを履履修修ででききるる単単位位数数  

自研究科設置科目以外の科目は、他研究科の講義科目と交流・協力校が受講を認めた講義科目とあわせて下記の単

位数まで履修することができます。下記単位数を超えて履修する場合、超えた単位数については、修了に必要な単位

数と認められません。 

 

  ＜博士前期課程＞ 

法学    10 単位     経済学   12 単位     商学    8 単位 

文学    12 単位     総合政策  上限なし（但し、2020 年度以前入学生は 8単位） 

また、商学研究科は44単位（但し、2020 年度以前入学生に限る）の最高履修単位数の制限がありますので、他研究科

設置科目を含めこの制限内で履修をする必要があります。 

 

  ＜博士後期課程＞ 

文学    8 単位 

※法学・経済学・商学・総合政策研究科博士後期課程は上限を定めておりません。 

 

（（※※33））22002200年年度度以以降降のの入入学学生生ににつついいてて  

所属研究科に関わらず、文系研究科に設置の「講義科目」・「演習科目」については、原則すべての科目を履修す

ることができます。 

ただし、初回授業に参加し、必ず授業担当教員の許可を得るようにしてください。理工学研究科設置科目について

は上記（※1）のとおりです。 

 

（（※※33））22001199年年度度以以前前のの入入学学生生ににつついいてて  

所属研究科に関わらず、文系研究科に設置の「講義科目」のみ、原則すべての科目を履修することができます。た

だし、初回授業に参加し、必ず授業担当教員の許可を得るようにしてください。理工学研究科設置科目については上

記（※1）のとおりです。
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６．留学制度 
 

＜1＞学生の国外留学（手続先：国際センター） 
 

(1)交換留学生の募集 

大学院学生の国外への留学については、協定校を対象とする「交換留学」、ISEP加盟校へ留学する「ISEP留

学」、学生自身が希望し本学が認めた外国の大学へ留学する「認定留学」があります。いずれの場合も、留学

経費の補助として奨学金制度があります。現在、大学院学生の「交換留学」を実施している各国の協定校は下

表の通りで、募集は年2回（春派遣：豪・韓国4月～6月、秋派遣：10月～12月）実施しています。なお、派遣

国によって募集時期が異なります。また、募集時期及び、募集協定校は変更になることがあるので注意してく

ださい。各種手続きの最新スケジュールは国際センターで確認してください。 

派遣募集校（実績）については下記URLを参照してください。 

https://www.chuo-u.ac.jp/international/outbound/material/ 

 

(2)外国政府等奨学金留学生募集の案内 

外国政府や民間団体の奨学金による留学生の募集案内は、大学院事務室前掲示板でお知らせしています。ま

た日本学生支援機構のホームページで奨学金情報を入手することができます。 

http://www.jasso.go.jp/ryugaku/study_a/scholarship/jasso.html 

 

＜2＞留学中に修得した単位の認定 
 

外国の大学院等へ留学した際に修得した単位については、15単位（博士後期課程については4単位）を限度と

して、修了単位に含めることができます。単位認定を希望する場合は、大学院事務室まで申し出てください。 

 

＜3＞外国人留学生チューター制度 
 

本大学大学院に在学する外国人留学生（新入生）については、入学日から1年間に限り、本大学院学生から日

本語学習及び学生生活について指導・助言を受けることができる「外国人留学生チューター制度」の制度を設け

ています。詳細は大学院事務室にお問い合わせください。 
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７．オープン・ドメイン制度 
 

学問の領域間の垣根が低くなり、研究の内容や形態が多様化するにつれて、他研究科の科目の履修を希望するケー

スが増えています。そこで、中央大学大学院では、「オープン・ドメイン制度」を整備し、所属する研究科以外の

研究科に設置される科目であっても履修することができるようにしております（ただし、理工学研究科設置科目に

ついては、限られた科目（※1）のみ履修が可能です）。この制度を積極的に活用し、他研究科設置科目であっても、

自身の研究分野に見合った履修科目の選択を推奨します。 

ただし、取得できる単位数は各研究科において上限を定めております（※2）ので、必ず確認をしてください。ま

た、科目によっては履修の条件を厳格に定める科目もありますので、事前にmanabaより講義要項（シラバス）を確

認してください。 

なお、オープン・ドメイン制度については2020年度より導入していますが、入学年次により履修方法が異なりま

す。詳細は（※3）を確認してください。 

   参考までに、各研究科に設置されるすべての科目が対応する専門領域を一介に示した一覧表をCplus 文系大学院掲

示板に掲出しております。履修計画を立てる際や指導教授以外の教員から研究指導を受ける際の参考となりますので、

積極的に活用してください。 

 

（（※※11））理理工工学学研研究究科科ににおおけけるる「「オオーーププンン・・ドドメメイインン制制度度」」対対象象科科目目  

理工学研究科における「オープン・ドメイン制度」対象科目については、Cplus文系大学院掲示板に掲出しておりま

すので、履修希望者はそちらを参照してください。 

 

（（※※22））各各研研究究科科ににおおいいてて他他研研究究科科設設置置科科目目をを履履修修ででききるる単単位位数数  

自研究科設置科目以外の科目は、他研究科の講義科目と交流・協力校が受講を認めた講義科目とあわせて下記の単

位数まで履修することができます。下記単位数を超えて履修する場合、超えた単位数については、修了に必要な単位

数と認められません。 

 

  ＜博士前期課程＞ 

法学    10 単位     経済学   12 単位     商学    8 単位 

文学    12 単位     総合政策  上限なし（但し、2020 年度以前入学生は 8単位） 

また、商学研究科は44単位（但し、2020 年度以前入学生に限る）の最高履修単位数の制限がありますので、他研究科

設置科目を含めこの制限内で履修をする必要があります。 

 

  ＜博士後期課程＞ 

文学    8 単位 

※法学・経済学・商学・総合政策研究科博士後期課程は上限を定めておりません。 

 

（（※※33））22002200年年度度以以降降のの入入学学生生ににつついいてて  

所属研究科に関わらず、文系研究科に設置の「講義科目」・「演習科目」については、原則すべての科目を履修す

ることができます。 

ただし、初回授業に参加し、必ず授業担当教員の許可を得るようにしてください。理工学研究科設置科目について

は上記（※1）のとおりです。 

 

（（※※33））22001199年年度度以以前前のの入入学学生生ににつついいてて  

所属研究科に関わらず、文系研究科に設置の「講義科目」のみ、原則すべての科目を履修することができます。た

だし、初回授業に参加し、必ず授業担当教員の許可を得るようにしてください。理工学研究科設置科目については上

記（※1）のとおりです。
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６．留学制度 
 

＜1＞学生の国外留学（手続先：国際センター） 
 

(1)交換留学生の募集 

大学院学生の国外への留学については、協定校を対象とする「交換留学」、ISEP加盟校へ留学する「ISEP留

学」、学生自身が希望し本学が認めた外国の大学へ留学する「認定留学」があります。いずれの場合も、留学

経費の補助として奨学金制度があります。現在、大学院学生の「交換留学」を実施している各国の協定校は下

表の通りで、募集は年2回（春派遣：豪・韓国4月～6月、秋派遣：10月～12月）実施しています。なお、派遣

国によって募集時期が異なります。また、募集時期及び、募集協定校は変更になることがあるので注意してく

ださい。各種手続きの最新スケジュールは国際センターで確認してください。 

派遣募集校（実績）については下記URLを参照してください。 

https://www.chuo-u.ac.jp/international/outbound/material/ 

 

(2)外国政府等奨学金留学生募集の案内 

外国政府や民間団体の奨学金による留学生の募集案内は、大学院事務室前掲示板でお知らせしています。ま

た日本学生支援機構のホームページで奨学金情報を入手することができます。 

http://www.jasso.go.jp/ryugaku/study_a/scholarship/jasso.html 

 

＜2＞留学中に修得した単位の認定 
 

外国の大学院等へ留学した際に修得した単位については、15単位（博士後期課程については4単位）を限度と

して、修了単位に含めることができます。単位認定を希望する場合は、大学院事務室まで申し出てください。 

 

＜3＞外国人留学生チューター制度 
 

本大学大学院に在学する外国人留学生（新入生）については、入学日から1年間に限り、本大学院学生から日

本語学習及び学生生活について指導・助言を受けることができる「外国人留学生チューター制度」の制度を設け

ています。詳細は大学院事務室にお問い合わせください。 
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